別紙２

最大収納量の計算方法
  （算式）      Ａ          Ｗ：最大収納量（圧縮ガスｍ３、液化ガスkg）
          Ｗ＝      × Ｒ   Ａ：使用床面積（ｍ２） 
Ｄ２　　　　　　　　　　　　　Ａの合計は容器置場内面積の８０％の数値
ただし、家庭で炭酸水を生成するために使用する小型の二酸化炭素容器又は冷媒充填用のフルオロカーボン容器は容器置場内面積の１００％の数値とすることが出来る。
                           Ｒ：容器１本当たりの充てん量（圧縮ガスｍ３、液　　　　　　　　　　　　　　  　　化ガスkg）
                            Ｄ：容器の最大外径（ｍ）
  （記載例）ただし、Ａ／Ｄ２の数値は、小数点以下切捨て
	　 　使用床面積
	   容器置場内面積（　　　）ｍ２×０．８＝（　　　）ｍ２
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注１：使用床面積の合計は、容器置場内面積の８０％とすること。ただし、家庭で炭酸水を生成するために使用する小型の二酸化炭素容器又は冷媒充填用のフルオロカーボン容器は、スチール棚等を使用して容器置場内に立ち入らずとも容器に触れる場合に限り、容器置場内面積の１００％の数値とすることが出来る。
注２：圧縮、液化を分けること。

注３：アセチレンは、１ｋｇを０．９ｍ３として換算すること。
注４：その他の液化ガスは、１０ｋｇを１ｍ３として換算すること。
注５：容器の充てん量、外径等については、下表を参考とすること。
                  　　　主要容器の標準規格表
	   ガス名
	 ｶﾞｽの区分
	外径：Ｄ
（ｍ）
	底面積：Ｄ２
（ｍ２）
	充てん量

	 酸素、窒素、アルゴン
 水素、ヘリウム、空気
	 圧　縮
	  0.232
	  0.054
	   6ｍ３

	
	
	  0.232
	  0.054
	   7ｍ３

	 アセチレン
	 圧　縮
	  0.259
	  0.067
	  7.5kg

	 炭酸ガス
	 液　化
	  0.232
	  0.054
	   30kg

	 亜酸化窒素
	 液　化
	  0.232
	  0.054
	   30kg

	 塩素
	 液　化
	  0.232
	  0.054
	   50kg

	 アンモニア
	 液　化
	  0.368
	  0.136
	   50kg

	 フルオロカーボン
	 液　化
	  0.222
	  0.049
	   10kg

	
	
	  0.222
	  0.049
	   20kg

	
	
	  0.222
	  0.049
	   50kg

	 液化石油ガス
	 液　化
	  0.320
	  0.103
	   20kg

	
	
	  0.368
	  0.136
	   50kg

	注：液化石油ガスは、使用床面積1ｍ２につき190kgとして計算すること
もできる。


